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　　 　　　 　　 　　 　 目的

　本研究 で は 、社会的行動 を 「行動 が 生起 し た文脈

にお い て 、そ の 行動が他者か ら強化 を受ける 」 場合

に適応的で ある と機能的 に 定義 し た 。そ の 定義に基

づ き、幼児期 の ア セ ス メ ン トか ら社 会性発 達に お い

て 幼 さ が 見 ら れた小学 1 年生児童 を対象に 、小 グル

ー
プで の 遊び場面の 観 察を行 っ た。本研究は 、（／）

小学校入学時 に 「幼 い 」 児童 の 社会的行 動 の 特徴を

明 らか にする こ と、（2 ）「幼 い ．ト児童が仲間か らの

働 き か け に よ っ て 適応的 に 遊 び に 参加する こ とが で

き るか を検討す る こ とを 目的と し て 行 っ た。

　　　　　　　　　　 方法

対象児 　19 名の 幼稚園年 長児に 対 して 、WISC −III

の 単語 と積み 木の 課題 、WPPSI の 短 文復唱 、人物

描画 、 サ リ
ー ・ア ン 課 題 、対人問題解決 課題 を個別

に行 っ た。 こ れ らの 課題 の 得 点が 生活年 齢 の 水 準よ

り も幼 い 6 名を ターゲ ッ ト児、年齢相応 の 6名 を統

制児 と して 抽出 した 。選 ばれ た 12 名 の 幼児が小学

校 入学後 、 同 じ学級 に 所属す る児童が 仲間 と して グ

ル
ープ遊 びに参加 し た 。

実験 デザイ ン　タ
ーゲ ソ ト児 と統制児 を独立変数

以 下 の 3 つ の 指標 を従 属変数 と した。  ターゲ ッ ト

児お よ び 統制児 の 遊び へ の 参加 とポ ジテ ィ ブな感情

表出 の 評定、  グ ル
ープ全体 の 遊び へ の 参加 、ポ ジ

テ ィ ブな感情表 出、り
一ダーシ ッ プ の 有 無   タ

ー

ゲ ッ ト児お よび 統制児 と仲間との 閤 の 相互作用

手続 き　タ
ー

ゲ ッ ト児 も し くは 統制 児 1 名 と仲間 6

名 の 7 名か ら成 る グ ル
ープ を作成 し、お もち ゃ を グ

ル
ープ に ／ つ 与え、10 分間遊ぶ よ うに 教示 した 。 遊

び揚面 の 観察は小学校 の教室 で 行 い 、ビ デ オ で 記録

した。

観察　訓練され た学部学生 に よ り、タ
ーゲ ッ ト児 と

鸞鶴鵜 蛾架籌膿謠 室曁蟹 1：：1
で 言碇 され た （
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ダー
シ ッ プ の 有 無に っ い て は、10 秒イ ン タ

ーバ ル 記
』
1

録 法で 0 嘸 」か 1 「有」で 講 し た （
一

致率 ・91、7％、 量

81．7％、81，7％）。 相 互 作用 は、行動 の 従事 者 （ター

ゲ ッ ト児／統制児 か 仲間か）、 働 き か けの 対象 （特定

の 仲聞 かグル
ープ全体か）、 行動 の 内容 （ポジテ ィ ブ

か ネ ガテ ィ ブ か ）に つ い て コ
ーデ ィ ン グを行 っ た （

一

致率 ： 89．O％）り

　　　　　　　　　　 結果

　タ
ー

ゲ ッ ト児は統制児に 比 べ る と仲間 へ の ネガ テ

ィ ブな働 きか けが 多 く、仲間 か らはネガ テ ィ ブ に働

き か けられ る こ とが 多か っ た ． 仲間か らポジ テ ィ ブ

に働 き か け られ る児童 ほ ど、遊びへの 参加の 評定が

高か っ た （r ＝ ．78
，P く ，01）．

』
また、リ

ーダーシ ッ プ

をとる行動が多く見 られ る グル
ー

プ ほ ど、ターゲ ッ

ト児／統制 児 か ら仲間 へ 、もし くはそ の 逆 の ネガ テ

ィ ブな働きか けが少 な か っ た （そ れぞ れ r ユ・．76，p

く ，01 ；r ＝
一．75，p 〈 ．01）。

　相 互 作 用 に っ い て は、タ ーゲ ッ ト児の 6名 中 5 名

に、タ
ー

ゲ ッ ト児 の ネ ガ テ ィ ブ な働 き か け か ら始ま

る 仲間 との 間の ネ ガテ ィ ブ な相互作用が有意 に多く

見られ た 。ま た 、タ
ーゲ ッ ト児の 4 名に お い て 、仲

間か らネガテ ィ ブ に働 きか け た 場合に ポ ジテ ィ ブに

応答す る こ とが有意に 少な い こ とが分 か っ た 、

一
方 、

統制児は 6 名 中 4 名 に お い て 、統制児の ポジテ ィ ブ

な働き か けか ら始 ま る 、仲間 との 間 の ポ ジテ ィ ブな

相互 作用 が有意に多く見られた。タ
ーゲ ッ ト児の 中

には 1名だ け、タ
ーゲ ッ ト児 に 見 られ た 典型 的な相

互 作用 の パ タ
ー

ン を示 しつ つ も、仲間 と の 相互 作用

で は ポ ジ テ ィ ブな もの が 有意に多か っ た 児童がい た 。

こ の児童 の 仲 間は、遊び 場面 で 適
・
切 に ターゲ ッ ト児

にプ ロ ン プ トや教示 を 出す行動 が 多 く見 られ た 。

　　　　　　　　　　 論議

　 幼い 児童 は 遊び場面 で の 社会 的行動に お い て も幼

さが確認 された。こ の よ うな児童 で も仲問 か らの 適

切 な働 きか けが あれ ば、適応 的 に活動 に参加 で き る

こ とも示唆 された．
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